
令和 3 年度の決算審査などを公表

持続可能な財政運営
の推進を求める

　監査委員は、令和 3 年度の久留米市の一般会
計・特別会計、公営企業会計の決算の審査を行
いました。併せて財政健全化法に基づく健全化
判断比率及び資金不足比率の審査も行いました。

決
算
審
査
の
結
果

　

各
会
計
の
決
算
の
数
字
が
正
確
か
、

会
計
処
理
や
予
算
執
行
が
適
正
か
な

ど
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
主
な

意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
・
特
別
会
計
】

◆ 

経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
改
善
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

要
因
は
国
か
ら
普
通
交
付
税
の
追

加
交
付
を
受
け
た
こ
と
で
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す

財
政
力
指
数
は
、
前
年
度
に
比
べ

監査委員が原口新五久留米市長（右）に審査結果の報告を
行いました

て
悪
化
し
て
い
る
。
今
後
の
人
口

減
少
等
に
伴
う
歳
入
減
を
見
据
え

て
、
公
共
施
設
面
積
の
縮
減
や
事

業
の
選
択
と
集
中
な
ど
、
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
。

◆ 

使
用
料
及
び
手
数
料
で
、
不
適
切
な

財
務
・
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
。
規
定
ど
お
り
の
事
務

処
理
を
徹
底
す
る
た
め
の
取
り
組
み

に
加
え
、
例
規
な
ど
を
再
点
検
し
、

必
要
な
改
正
を
行
う
こ
と
。

◆ 

財
産
に
関
す
る
調
書
で
、
前
年
度
の

決
算
書
の
年
度
末
現
在
高
が
誤
っ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
市
が
所
有

す
る
財
産
を
表
す
重
要
な
数
値
で
あ

る
た
め
、
事
務
処
理
方
法
を
見
直
す

と
と
も
に
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を

行
う
こ
と
。

【
公
営
企
業
会
計
】

◆ 

前
年
度
も
求
め
た
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

は
じ
め
と
す
る
内
部
統
制
の
強
化
に

つ
い
て
、
実
現
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
に
真し

ん
し摯
に
取
り
組
む
こ
と
。

◆ 

水
道
事
業
は
、
都
市
の
基
盤
・
市

民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を

運
営
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
持

続
可
能
な
投
資
計
画
な
ど
を
立
案

し
、
事
業
の
経
営
基
盤
強
化
に
取

り
組
む
こ
と
。

◆ 

下
水
道
事
業
は
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
雨
水
処
理
に
必
要
な
経
費
が
増

大
し
て
い
る
。
経
営
健
全
化
の
視
点

か
ら
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の

適
切
な
額
の
確
保
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
財
政
担
当
部
局
と
の
協
議
を
継

続
す
る
こ
と
。
持
続
可
能
な
運
営
の

た
め
の
経
営
基
盤
強
化
は
最
優
先
の

課
題
で
あ
り
、
早
急
に
取
り
組
み
を

検
討
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

審
査
結
果

　

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比

率
は
、
審
査
の
結
果
、
お
お
む
ね
適

正
に
算
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

問
監
査
委
員
事
務
局
（
☎
０
９
４
２
・

３
０・９
２
３
２
、
℻
０
９
４
２・３
０・

９
７
１
８
）

　
10
月
14
日
、
久
留
米
市
議
会
で
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
や
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

策
事
業
な
ど
一
般
会
計
歳
出
予
算
で
計

33
事
業
59
億
２
４
７
５
万
円
を
計
上
。

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
財
政
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
１

１
７
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
０
３
）

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
を
支
援

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰

な
ど
で
、
生
活
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
な
ど

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
生
活
支
援
給

付
金
】

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高

騰
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
へ
の
支
援
と

し
て
１
世
帯
５
万
円
（
国
給
付
金
）
を
給

付
し
ま
す
。
合
わ
せ
て
市
独
自
で
世
帯
員

１
人
当
た
り
１
万
円
を
上
乗
せ
給
付
し
ま

す
。
対
象
は
令
和
４
年
度
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
す
。
国
給
付
金
は
、
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
収
入
が
減
少
し
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
世

帯
も
対
象
。
９
月
30
日
時
点
で
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

問
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
２

４
４
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
５
２
）

【
く
る
め
っ
子
応
援
給
付
金
】

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
育
て
る
全
世

帯
に
対
し
、
市
独
自
で
子
ど
も
１
人
当

た
り
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
10
月
１

日
時
点
で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と

が
要
件
で
す
。
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

市
独
自
の
物
価
高
騰

支
援
策
を
打
ち
出
す

者
は
申
請
不
要
で
す
。
一
部
の
申
請
が

必
要
な
対
象
者
に
は
確
認
書
や
申
請
案

内
を
送
付
し
ま
す
。

問
子
ど
も
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
３
９
、

℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

【
畜
産
振
興
総
合
対
策
事
業
（
ミ
ル
ク

エ
ー
ル
事
業
）】

　

市
が
牛
乳
を
購
入
し
、
市
内
の
医
療

機
関
に
贈
呈
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
対
応
す
る
医
療
従
事
者
へ
の
感
謝

と
飼
料
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
経
営
環
境

に
あ
る
酪
農
業
を
支
援
し
ま
す
。

問
農
業
の
魅
力
促
進
課
（
☎
０
９
４
２・

３
０・９
１
６
５
、
℻
０
９
４
２・３
０・

９
７
１
７
）

【
運
送
業
等
低
燃
費
タ
イ
ヤ
導
入
支
援

補
助
金
】

　
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
運
送
業
者
な
ど
へ
の
支
援
を
実
施

し
ま
す
。
４
月
以
降
に
購
入
し
、
事
業
用

車
両
に
装
着
し
た
低
燃
費
タ
イ
ヤ
を
対

象
に
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
製
は
最
大
２
分
の

１
、
そ
れ
以
外
の
メ
ー
カ
ー
製
は
最
大
３

分
の
１
ま
で
購
入
費
を
助
成
。タ
イ
ヤ
１

本
当
た
り
の
補
助
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。 

問
商
工
政
策
課（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
１
３
３
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９
７

０
７
）

９
月
補
正
予
算
可
決

飼料高騰で経営が厳しい酪農
業者を支援します

監
査
や
審
査
の
結
果
は
、
本
庁
舎
地

下
１
階
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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